
７

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
特
例
対
象
事
業
者
に
係
る
附
則
第
四
条
の

七
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
の
三
十
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条

の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
項

八

当
該
報
告
対
象
期
間
内
に
行
つ
た
当
該

免
税
軽
油
使
用
者
証
に
係
る
報
告
対
象
免

税
軽
油
の
使
用
に
関
す
る
事
実
及
び
そ
の

数
量
（
そ
の
事
実
が
な
い
場
合
に
は
、
そ

の
旨
）

八

当
該
報
告
対
象
期
間
内
に
行
つ
た
当
該

免
税
軽
油
使
用
者
証
に
係
る
報
告
対
象
免

税
軽
油
の
使
用
に
関
す
る
事
実
及
び
そ
の

数
量
（
そ
の
事
実
が
な
い
場
合
に
は
、
そ

の
旨
）

八
の
二

製
造
を
行
つ
た
年
月
日

八
の
三

製
造
を
行
つ
た
場
所

八
の
四

製
造
に
使
用
し
た
軽
油
以
外
の
法

第
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る

炭
化
水
素
油
（
次
号
に
お
い
て
「
炭
化
水

素
油
」
と
い
う
。）の
性
状
及
び
数
量

八
の
五

製
造
し
た
炭
化
水
素
油
の
性
状
及

び
数
量

第
二
項

第
十
六
号
の
三
十
様
式

第
十
六
号
の
三
十
の
三
様
式

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

四

製
造
を
行
つ
た
年
月
日

五

製
造
を
行
つ
た
場
所

六

製
造
に
使
用
し
た
軽
油
以
外
の
法
第
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
炭
化
水
素
油
（
次
号
、
次
項
及
び

第
八
項
に
お
い
て
「
炭
化
水
素
油
」
と
い
う
。）の
性
状
及
び
数
量

七

製
造
し
た
炭
化
水
素
油
の
性
状
及
び
数
量

５

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
帳
簿
を
記
載
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
四
号
か
ら

第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、

鉄
道
用
車
両
又
は
軌
道
用
車
両
の
動
力
源
の
燃
料
と
し
て
消
費
又
は
給
油
し
た
軽
油
以
外
の
炭
化
水
素
油
の
数
量
及

び
消
費
又
は
給
油
の
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
。

８

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
四
十
四
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
報
告
書
を
提
出
す

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
提
出
す
る
報
告
書
に
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
八
条
の
三
十
九
第
一
項

第
八
号
の
二
か
ら
第
八
号
の
五
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ

る
事
項
に
代
え
て
、軽
油
以
外
の
炭
化
水
素
油（
鉄
道
用
車
両
又
は
軌
道
用
車
両
の
動
力
源
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。）

の
使
用
に
関
す
る
事
実
及
び
そ
の
数
量
（
そ
の
事
実
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
）
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
第
四
条
の
十
一
第
八
項
及
び
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安

上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
細
目
告
示
」
を
「
総
務
省
令

で
定
め
る
技
術
基
準
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
附
則
第
五
条
の
二
に
お
い
て
「
細
目

告
示
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
中
第
十
一
項
を
第
九
項
と
し
、
第
十
二
項
を
削
り
、

同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
四
項
」に
、「
を
搭
載
」

を「（
同
項
に
規
定
す
る
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
を
い
う
。）を
搭
載
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同

条
第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
六
項
」
を
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十

三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
七
項
」
を

「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
」
を
「
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
」
に
改
め
、「（
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
掲
げ
る
自

動
車
に
あ
つ
て
は
、
ニ
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
号
イ
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
削
り
、
同
項
を
同

条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
四
項
と
す
る
。

附
則
第
六
条
中
第
九
十
六
項
を
第
百
一
項
と
し
、
第
九
十
五
項
を
第
百
項
と
し
、第
九
十
四
項
を
第
九
十
九
項
と
し
、

同
条
第
九
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

九
十
八
項
と
し
、
同
条
第
九
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
九
十
七
項
と
し
、
同
条
第
九
十
一
項
を
同
条
第
九
十
六
項
と
し
、
同
条
第
九
十
項
第
二
号
中
「
附
則
第

十
五
条
第
四
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
十
五
項
と
し
、
同
条
第
八
十

九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
十
二
項
と

し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

93

政
令
附
則
第
十
一
条
第
四
十
六
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に

つ
い
て
変
更
す
る
と
き
と
す
る
。

一

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の
引
上
げ
の
方
針

二

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
五
十
二
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
（
政
令
附
則
第
十
一
条
第
四
十
六
項
に
規
定
す
る
先
端
設
備
等
導
入
計
画
を
最
初
に
提
出
し
た
日
の
属
す

る
事
業
年
度
が
令
和
六
年
度
で
あ
つ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割
合
の
算
出
に
つ
き
当
該

提
出
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
の
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
用
い
た
当
該
計
画
に
記
載
さ
れ
た

も
の
に
限
る
。）

94

政
令
附
則
第
十
一
条
第
四
十
六
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
日
は
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
請
書
を
提
出
し
た
日
と
す
る
。

附
則
第
六
条
第
八
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
九
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四

十
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
十
項
と
し
、
同
条
第
八
十
六
項
中「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
第
一
号
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
九
項
と
し
、
同
条
第
八
十
五
項
中
「
附
則
第

十
五
条
第
四
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
八
項
と
し
、
同
条
第
八
十
四

項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
八
十
七
項
と
し
、

同
条
第
八
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

八
十
六
項
と
し
、
同
条
第
八
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
八
十
五
項
と
し
、
同
条
第
八
十
一
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十

三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
四
項
と
し
、
同
条
第
八
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
を
「
附
則
第

十
五
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
三
項
と
し
、
同
条
第
七
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八

項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
十
八
項
中
「
附
則
第

十
一
条
第
四
十
三
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
八
十
一
項
と
し
、

同
条
第
七
十
七
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八

十
項
と
し
、
同
条
第
七
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
七
十
九
項
と
し
、
同
条
第
七
十
五
項
を
削
り
、
同
条
第
七
十
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

74

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

市
民
緑
地
が
設
置
さ
れ
る
前
に
比
し
て
都
市
緑
地
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
建
設
省
令
第
一
号
）
第
二
十

五
条
に
規
定
す
る
緑
化
施
設
の
面
積
が
増
加
す
る
こ
と
。

二

市
民
緑
地
を
利
用
す
る
住
民
の
利
便
の
た
め
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
が
新
た
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
。

三

市
民
緑
地
の
利
活
用
の
促
進
の
た
め
の
行
事
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

四

地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
つ
て
又
は
地
域
住
民
等
及
び
市
民
緑
地
の
設
置
管
理
者
が
連
携
し
て
管
理
運
営
が
行

わ
れ
る
こ
と
。

五

そ
の
他
緑
地
の
量
的
拡
充
又
は
質
的
向
上
に
資
す
る
取
組
（
そ
の
効
果
を
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。）が
実
施

さ
れ
る
こ
と
。
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